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新しい時代の学びを支える学習環境の整備に向けたアンケート調査 

 

－ご協力のお願い－ 

 

 日頃から京田辺市の児童生徒の教育にご尽力いただきありがとうございます。 

 このたび、京田辺市教育委員会の附属機関である京田辺市学校教育審議会で

は、「新しい時代の学びを支える学習環境の整備」について審議しており、令和

７年の内に審議内容をまとめて、教育委員会に答申を行う予定です。 

 そのためには、先生方が、新しい時代の学びをどう考えて実践しているのか、

またそれをより推進するための学校施設・設備をどう考えるかを把握する必要

があると考えており、先生方を対象としたアンケート調査を実施させていただ

くこととなりました。 

お忙しいところ、お手数をおかけいたしますが、将来の学校の学習空間をより

良きものとするため、本調査にご協力いただきますようお願い申し上げます。な

お、調査結果は全てをまとめた形で処理し、個人が特定されることはなく、調査

目的以外に使用することはありません。 

 

 

令和７年 月       

京田辺市学校教育審議会  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３－１ 

・校長、教頭、教諭（主幹教諭含む）、養護教諭、栄養教諭を対象といたし

ますので、現時点での状況をお答えください。 
・ご回答は、二次元コードもしくはＵＲＬより申込フォームにアクセスし

て行ってください。 
https://logoform.jp/f/■■■■■ 

 

 

 

アンケート回答締切：令和７年 月 日（ ）まで 

【問い合わせ先】 
京田辺市学校教育審議会事務局（京田辺市教育委員会 教育総務室） 
濱本・河野 (Tel)0774-64-1391 (内線)813 

(E-mail)soumu-be@city.kyotanabe.lg.jp 

（案） 
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アンケート調査の前に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査項目 

問１ あなたの勤務されている学校をお答えください。 

 (１)大住小学校 (２)田辺小学校 (３)草内小学校  (４)三山木小学校 

(５)普賢寺小学校(６)田辺東小学校(７)松井ケ丘小学校(８)薪小学校 

(９)桃園小学校 (10)田辺中学校 (11)大住中学校  (12)培良中学校 

 

問２ あなたの年齢をお答えください。 

 (１)20 代 (２)30 代 (３)40 代 (４)50 代 (５)60 代 

 

問３ あなたの教員としての勤続年数をお答えください。 

(１)5 年未満 (２)5 年以上 10 年未満 (３)10 年以上 15 年未満 

(４)15 年以上 20 年未満 (５)20 年以上 30 年未満 (６)30 年以上 

 

 

（学校施設・設備を考えることとなった背景） 
・同一品質、大量生産の時代を反映して作られた学校の施設・設備は、今や

変化が早く、予測が難しく、多様で複雑となった社会に対応した新しい時

代の学びにより適したものへ移行させる必要があります。 
・特別支援学級に在籍又は通級指導を受ける児童生徒や、不登校の児童生徒

は増加傾向にあり、多様な背景や特性を持つ児童生徒に対応する必要があ

ります。 
・本市の学校施設は延床面積の約８割が建築後３０年を超えており、限られ

た財源の中、老朽化に対応していく必要があります。学校施設をできるか

ぎり長く使うとともに、コストの縮減及び平準化を図るため、学校施設長

寿命化計画を策定して、長期的な視点から修繕・改築等を行うこととして

います。令和３年度に策定したものがありますが、令和８年４月に改定す

ることを考えています。 

→今後、学校施設・設備は老朽化等に対応するために、長期にわたって、修

繕や改築等を行います。本市は児童生徒が増加しているところもあり、ま

た、スペースや予算の関係から、すぐにはできないことも多くありますが、

児童生徒にとってより良い学習環境となるよう、学習空間と生活面の改善

も合わせて行っていきたいと考えています。 

そのためには、先生方のアイデアを必要としております。 

なにとぞ、ご協力をお願いします。 
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【新しい時代の学びに向けて】 

 

問 4-1 これからの公立学校での学習において特に重点を置くべきと考えるこ

とは何ですか。（○を３つまで付けてください。） 

 項 目 

 1 学力の向上（成績の向上） 

 2 少人数教育の実施 

 3 外国語教育の充実 

 4 ＩＣＴ等の機器の活用能力向上 

 5 総合的な学習の時間の充実 

 6 体力の向上 

 7 健康に関する教育の充実 

 8 体験学習の充実 

 9 キャリア教育の充実 

10 規範意識の向上 

11 コミュニケーション能力の向上 

12 部活動・クラブ活動の充実 

13 他の学校との交流 

14 地域社会へ主体的に取り組む態度の涵養 

15 特別支援教育の充実 

16 不登校対策 

17 小中一貫教育 

18 地域に開かれた学校活動(公開授業や学校運営協議会の導入) 

19 幼稚園・こども園・保育所・小学校・中学校間の連携 

20 家庭環境などによる教育格差の是正 

21 教員の研修 

22 学校外人材の活用 

23 学校施設の老朽化対策 

24 その他（自由記載：                    ） 

 

問 4-2 問 4-1 で選択した重点について、実現するためには、具体的にはどのよ

うな取組が必要と思いますか。 
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問 5-1 新しい時代の学びは、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実が

重要であると言われており、特に協働的な学びを組みこんだ授業が重要と考

えていますが、主にどれを重視して取り組んでいますか。（○を２つまで付け

てください。） 

 項目 

1 他者と共に問題の発見や解決に挑むなどの学習活動の設定 

2 自分の意見や考え等を全体で発表する場の設定 

3 
児童生徒一人一人の意見や考え等をグループや全体で共有し、比

較する学習活動の設定 

4 多様な意見を共有しつつ合意形成を図る学習活動の設定 

5 学校外とつながる学習活動の設定 

6 
学習内容や身についたことなどを振り返らせ、次の学びや生活と

のつながりを意識付けさせる学習活動の設定 

7 その他（自由記載：                    ） 

 

問 5-2 問 5-1 の授業を行うのに困ったことがあれば具体的に教えてください。

また、授業を進めるのに役立つ教室環境、設備はどんなものがあればいいと思

いますか。 

 

 

問 6-1 国は柔軟で創造的な学習空間の実現に向けて、教室空間の例示がされて

いますが、次のような設備があれば活用したいですか。あてはまるものを選択

してください。 

 項目 Yes No 

1 
学習方法によって空間を広げられるよう壁を可動

式の間仕切りにした普通教室 
１ ２ 

2 
児童生徒がグループ学習で整理しやすいよう４面

をホワイトボードにした普通教室 
１ ２ 

3 移動が容易なコマ付きの椅子 １ ２ 

4 天板が大きい机 １ ２ 

5 
読書だけではなく、対話したり、授業にも活用で

きるよう机椅子が整備された学校図書館 
１ ２ 
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問 6-2 問 6-1 で「No」と回答された理由を教えてください。 

 

問 7-1 学校には、普通教室のほか、特別教室等の諸室を設置することとなって

いますが、教育活動を行う上で困っていることはありますか。あてはまるもの

を選択してください。 

項目 課題がある 課題はない 

1 理科教室 １ ２ 

2 家庭教室 １ ２ 

3 音楽教室 １ ２ 

4 学校図書館 １ ２ 

5 図画工作教室※小学校 １ ２ 

6 視聴覚室※小学校 １ ２ 

7 特別活動室※小学校 １ ２ 

8 美術教室※中学校 １ ２ 

9 技術教室※中学校 １ ２ 

10 ＰＣルーム※中学校 １ ２ 

11 進路資料・指導室※中学校 １ ２ 

12 通級指導教室 １ ２ 

13 体育館 １ ２ 

14 職員室 １ ２ 

15 会議室 １ ２ 

16 保健室 １ ２ 

 

問 7-2 問 7-1 で「課題がある」を選択された方にお尋ねします。具体的にはど

のようなことでしょうか。 

 

問 7-3 問 7-2 の課題への対策や解決するアイデアがありましたら教えてくだ

さい。 
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問 7-4 児童生徒の学習活動を考えた場合に、新たに必要となるものがあると思

いますか。また、特別教室の機能に着目し、２つを合わせて１つの教室にした

り、役割を終えて今後不要になるものがあると思いますか。お答えください。 

 

【多様な児童生徒への対応】 

問８ 児童・生徒の多様な背景や特性を踏まえて、落ち着いたりするための設備

のアイデアがあれば教えてください。 

 

【地域との連携】 

問 9-1 「生きる力」の育成に、多様な人々とのつながりを保ちながら学ぶこと

が求められており、学校の教育力向上に向けて、地域との協力関係で将来どこ

に重点を置く必要があると思いますか。（○を２つまで付けてください。） 

 項目 

1 授業補助（ゲストティーチャー等）の推進 

2 地域の施設等を利用した校外学習の推進 

3 放課後や休日に学校の施設を積極的な開放 

4 部活動・クラブ活動支援 

5 安全指導等の学校支援ボランティアを積極的な受入 

6 他の公共施設との複合化 

7 その他（自由記載：                    ） 

 

問 9-2 そのために必要な施設・設備はどのようなものがあればいいと思います

か。 
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【生活・安全】 

問 10-1 あなたが勤務している学校の普通教室や設備について、困っているこ

とはありますか。あてはまるものを選択してください。 

項目 
課題が

ある 

どちらとも

言えない 

課題は

ない 

1 教室の広さ １ ２ ３ 

2 教室の配置 １ ２ ３ 

3 黒板(板書・投影スペース) １ ２ ３ 

4 児童・生徒の収納スペース １ ２ ３ 

5 ＩＣＴ環境 １ ２ ３ 

6 教室の教員スペース １ ２ ３ 

7 床 １ ２ ３ 

8 照明 １ ２ ３ 

9 空調（暑さ・寒さ） １ ２ ３ 

10 門扉 １ ２ ３ 

11 廊下 １ ２ ３ 

12 階段 １ ２ ３ 

13 トイレ １ ２ ３ 

14 手洗い場 １ ２ ３ 

15 昇降口（玄関口） １ ２ ３ 

16 窓 １ ２ ３ 

17 防犯用具 １ ２ ３ 

 

問 10-2 問 10-1 で「課題がある」を選択された方にお尋ねします。具体的には

どのようなことでしょうか。 

 

問 10-3 問 10-2 の課題への対策や解決するアイデアがありましたらお答えく

ださい。 
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【その他（自由記述）】 

学校施設について意見がありましたら記入ください。 

 
 


